


























































が考察している要領の版は異なる。周葵葵（2007）の方は、2001 年版の中国の要領と 1998 年版の日
















で公布されている。一般的には「課標」と略されている。小学校 1年生から中学校 3年生まで 9年の
義務教育期間の内容が含まれている。「課標」は、中国の語文課程の教育現場を指導し、中国の教育
理念を反映し、語文教育の核心的な存在となる。戦後、中国は主に 7回小学校国語科の「課標」を公












b. 漢字学習の負担の減少：1年生から 4年生までの学習する漢字の数を減らした。1年生と 2年
生の場合、読める及び書けることを要求する漢字の数がそれぞれ 200 字ずつ減少した。3年
生と 4年生の場合、読める漢字の数は変わっていないが、書ける漢字が 400 字減少した。






めとし、これまで 9版を公布した。1947 年版、1951 年版、1958 年版、1968 年版、1977 年版、1989
年版、1998 年版、現行の 2008 年版と公示したばかりの 2017 年版である。現行の日本の要領は、
2008 年 3 月に日本の文部科学省により公布され、また 2015 年 3 月に、一部の内容が改正された。
2017 年 3 月に、日本の文部科学省が最新の要領を公示し、3年後の 2020 年から全国実施する予定で
ある。「日要領」は別冊ではなく、日本文部省が公布した『小学校学習指導要領』の第二章の第一節
として構成されている。『小学校学習指導要領』には、国語以外に社会、算数、理科、生活など 10 科




















































別表の学年別漢字配当表は、都道府県名に用いる漢字 20 字を第 4学年から加えた。その背景として
は、日中漢字の学習負担の差がある。中国では、小学校 6年間で学生が読めることを要求する漢字の
数が全部で 3000 字であり（そのうちの 2500 字は書けることも要求される）、平均的に 1学年は 500
字になる。一方、日本は、小学校 6年間で配当された漢字が全部で 1026 字であり、平均的に一学年















































各学年の目標は、「第 1学年及び第 2学年」の目標、「第 3学年及び第 4学年」の目標、「第 5学年
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する際、日中とも 2つの学年ごとに 1つの学習段階としている。つまり、第 1学年と第 2学年をまと



































































































1） 日本文部省が公布した『小学校学習指導要領解説国語編』（平成 29 年 6 月 6 ページ）による。
2） 国立教育政策研究所のデータによる。（http://www.nier.go.jp/kokusai/pisa/#PISA2015 アクセス時間は、
2017 年 7 月 24 日である。）
3） 張世棟（2004）「語文学科名称之百年流変」中国鉱業大学学報（社会科学版）04.ｐ93.
4） 王柏勛、曹洪順（2000）「中学語文教学大綱 50 年的変遷」語文教学通訊 09.ｐ7.
5） 小島千裕（2015）「教育関係者のことばの認識と『国語』形成－－明治 30 年代の『岩手学事彙報』にもとづ
いて－－」国語科教育 77.ｐ38.
6） a～ｄは、文部科学省の公表した『小学校学習指導要領』（平成 29 年 3 月）、『幼稚園教育要領、小・中学校学
習指導要領等の改訂ポイント』、『小学校学習指導要領解説国語編』（平成 29 年 6 月）を基に筆者がまとめた。
7） 第三部分「実施建議（実施に関する提案）」の第一節目の（五）の 3にある。
8） 筆者による訳。























A Contrastive Study of Curriculum Standards for Primary
School Native Language Course Between China and Japan
̶ From a Macro Point of View ̶
WANG, Juan
In recent years, native language education in China has often incurred the criticism of “spoon-
feeding” while Japan, the country that also utilizes Chinese characters, has cultivated readers of
greater reading efficiency. In light of this, this paper aims to conduct a contrastive study between
native language education in China and in Japan to draw inspirations for China’s language education
reform in the future. Curriculum Standards for Primary School Native Language Course, which not
only reflects the philosophy of language education but also provides practical guidance, is of critical
importance. With the Standards as the major subject of research, this paper carries out a contrastive
study in terms of the key points of amendment, the structure, and the general objectives of the
Standards between China and Japan.
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